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私
は
近
現
代
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ⅱ
本
と
韓
国
両
国
間
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
戦
後
六
○
数
年
を
経
た
今
、
日
韓
の
関
係
は
一
応
の
平
静
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、
過
去
の
歴
史
認
識
な
ど
複
雑
な
問
題
が
依
然
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
過
去
を
背
負
っ
た
関
係
は
今
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
川
の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
研
究
す
る
中
、
戦
争
施
後
の
Ⅱ
韓
関
係
が
最
悪
の
時
期
に
、
あ
え
て
二
国
間
の
架
け
橋
に
な
ろ
う
と
し
た
女
性
が
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
朝
鮮
季
王
朝
ま
さ
こ
最
後
の
皇
太
子
妃
で
あ
っ
た
方
子
で
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
Ｈ
本
の
皇
族
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
没
後
一
九
年
（
平
成
二
○
年
現
在
）
程
し
か
経
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
間
に
は
殆
ど
法
政
史
学
第
七
十
一
号
は
じ
め
に
研
究
ノ
ー
ト
戦
後
韓
国
に
お
け
る
ｎ
口
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
ｌ
韓
国
福
祉
活
動
を
中
心
に
Ｉ
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
方
子
は
Ｈ
本
人
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
も
韓
国
の
福
祉
に
大
（１）
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
と
い
わ
れ
る
。
爾
来
、
方
子
に
対
し
て
の
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
少
な
か
っ
た
。
単
行
本
と
し
て
、
本
田
節
子
「
朝
鮮
王
朝
最
後
の
皇
太
子
妃
」
・
渡
辺
み
ど
り
「
李
方
子
妃
」
が
あ
り
、
そ
し
て
近
年
小
川
部
雄
次
「
李
方
子
」
が
出
さ
れ
た
ぐ
ら
（２）
い
で
あ
る
。
し
か
し
一
二
杵
は
主
と
し
て
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
万
千
の
生
き
方
を
小
説
的
に
迫
う
の
み
で
、
韓
川
に
お
け
る
福
祉
渦
動
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
方
子
と
い
う
女
性
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
ど
の
よ
う
に
韓
国
で
活
動
し
は
じ
め
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
以
降
の
韓
国
国
内
の
福
祉
活
動
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
水
口
智
鶴
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ま
ず
方
子
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
方
子
は
明
治
三
四
年
一
一
月
四
日
東
京
市
麹
町
区
三
番
町
に
て
父
梨
本
官
守
正
と
母
伊
都
子
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
守
正
は
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
第
四
男
子
で
あ
り
、
母
伊
都
子
は
鍋
島
直
大
侯
爵
の
二
女
で
あ
る
。
大
正
二
年
に
学
習
院
女
子
部
中
等
科
に
入
学
し
、
親
年
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
の
后
候
補
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
。
し
か
し
大
正
五
年
に
朝
鮮
う
ん
李
王
家
壬
世
子
眼
と
の
縁
談
が
起
こ
り
、
「
Ⅱ
鮮
融
和
」
の
名
分
の
も
と
大
正
九
年
四
月
二
八
日
に
結
婚
し
、
鳥
居
坂
で
の
生
活
が
始
ら
ん
＆
ん
け
ん
ま
っ
た
。
翌
年
八
月
長
男
派
川
が
誕
生
し
た
が
、
観
見
の
儀
（
朝
鮮
の
結
婚
式
）
の
た
め
渡
っ
た
韓
国
で
急
死
し
た
。
昭
和
五
年
麹
町
紀
尾
井
町
に
居
を
移
し
、
翌
年
、
次
男
玖
が
誕
生
し
た
。
戦
時
下
に
入
る
と
、
方
子
は
堤
と
共
に
公
務
で
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
が
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
益
々
苦
難
の
道
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。
戦
後
の
季
王
家
の
有
為
転
変
を
追
い
な
が
ら
、
〃
ｆ
が
韓
脚
の
福
祉
に
つ
い
て
Ⅱ
覚
め
て
い
く
過
程
を
ま
ず
追
っ
て
み
よ
う
。
１
終
戦
と
李
王
家
昭
和
二
○
年
八
月
一
五
日
、
第
二
次
肚
界
大
戦
は
終
戦
と
な
っ
た
。
終
戦
直
前
に
「
皇
族
や
王
族
の
当
主
に
対
し
て
、
八
月
十
二
日
にはぜひとも参内するように、との急な連絡がｈ岨」その
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
終
戦
の
混
乱
と
臣
籍
降
下
時
に
李
王
家
に
も
Ｈ
本
の
無
条
件
降
伏
が
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
終戦は戦前・戦中を通じて日本国の玉腱の地位であった季
王
家
に
人
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
戦
争
終
了
と
と
も
に
祖
国
韓
国
は
日
本
か
ら
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
か
ら
季
王
家
と
Ⅱ
本
の
皇
宗
と
の
関
係
は
絶
た
れ
当
然
絲
済
的
関
係
も
絶
た
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
国
と
韓
脚
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
季
王
家
は
、
突
然
阯
問
一
般
の
流
れ
に
放
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
祓
後
の
季
王
家
の
有
り
方
に
つ
い
て
眼
の
秘
書
で
あ
っ
た
趙
重
九
は
次
の
よ
う
に述べている。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
至
急
軍
用
官
報
に
よ
り
上
京
し
、
十
七
日
峯
間
武
官
・
山
下
事
務
官
と
今
後
の
本
王
家
の
あ
り
カ
マ
マ
に
つ
い
て
協
議
し
た
際
、
す
で
に
、
朝
鮮
が
再
び
王
政
に
復
活
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
朝
鮮
の
今
の
政
治
状
況
は
混
沌
と
し
て
い
る
の
で
、
李
正
家
は
政
争
に
中
立
で
現
状
維
持
（５）
存続を計る。
と
季
王
家
が
終
戦
泣
後
の
混
沌
と
し
て
い
る
時
期
に
、
韓
川
の
状
況
を
冷
静
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
眼
白
身
は
（６）
「帝航しても帰る、それが一兀壬としての一只任である。」と
帰
国
の
念
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
方
子
自
身
は
「
本
国
（
韓
（７）
同
）
の
政
情
不
安
を
理
由
に
帰
国
を
渋
っ
た
」
の
で
あ
る
。
日
韓
併
合
と
い
う
な
か
で
政
治
的
な
結
婚
を
し
た
方
子
に
と
っ
て
、
韓
国
に
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対
し
て
恐
怖
心
が
あ
っ
た
。
方
子
の
韓
国
へ
の
恐
怖
心
は
、
訪
れ
て
いた韓国で長男晋が凪仙でから後、次男玖が生まれた昭和
（９）
六
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
女
は
「
も
う
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
の
子
が
成
長
す
る
ま
で
は
、
決
し
て
、
決
し
て
、
朝鮮の士を踏ませはしｆＭ」との一一一一口葉にも表れていた・
経
済
的
な
川
窮
は
季
王
家
ば
か
り
で
な
く
、
終
戦
は
実
際
に
は
Ⅱ
本
の
宮
家
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
遂
に
「
四
月
か
ら
は
政
府
か
（、）
ら
（
宮
家
）
に
は
一
銭
も
で
な
く
」
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
季
王
家
は
宮
家
と
は
異
な
り
、
Ⅱ
本
か
ら
も
輔
阿
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
状
態
で
、
「
韓
川
は
未
だ
政
府
は
な
く
王
家
の
多
少
の
金
も
送
金
は
蕊肥」されていたから、二人の行く先の困難は目に見えて
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
方
子
は
「
殿
下
も
私
も
生
ま
れ
な
が
ら
の
皇
族
で
、
経
済
的
な
才
覚
と
い
っ
て
は
無
に
等
し
（田）
く
、
途
方
に
く
れ
て
い
た
」
と
回
想
し
、
眼
は
「
結
局
は
我
々
は
流
されていくしかないのｆ秘」と嘆いていた・こんな時期、
趙の知り△□いの孫海圭という土建業者が月一一一万円の献金を
申
し
出
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
費
は
何
と
か
賄
わ
れ
た
（
昭
和
二
二
年
に
趙
が
李
家
を
去
る
と
献
金
は
止
む
）
。
と
は
い
え
、
一
時
は
不
安
と
焦
燥
で
な
す
す
べ
も
な
い
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
嗣
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
李
王
家
は
元
の
侍
女
室
を
改
造
し
て
移
り
住
み
、
麹
町
紀
尾
井
町
本
邸
を
参
議
院
に
貸
し
、
伊
東
の
土
地
、
法
政
史
学
第
七
卜
一
号
２
臣
籍
降
下
二
人
の
こ
の
よ
う
な
生
活
に
、
新
た
な
、
し
か
も
最
大
の
試
練
が
待
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
臣
籍
降
下
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
十
←
Ⅱ
二
１
九
Ⅱ
、
天
皇
よ
り
、
祓
系
の
皇
族
を
の
ぞ
き
他
の
十
一
宮
は
、
此
際
臣
籍
降
下
し
て
も
ら
い
た
（胆）
い
。
其
時
期
は
来
年
一
月
末
か
二
月
頃
が
よ
か
ろ
う
。
と
の
話
が
あ
っ
た
。
臣
籍
降
下
問
題
は
昭
和
二
二
年
五
月
一
日
に
一
一
宮
の
請
願
と
い
う
形
で
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
、
一
○
月
一
三
日
に
皇
室
会
議
で
受
理
ざ
れ
各
宮
家
に
文
書
が
脳
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
必
然
的
に
季
王
家
も
王
族
の
身
分
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
皇
族
身
分
離
脱
に
伴
い
一
一
宮
家
に
は
一
時
金
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
Ⅱ
韓
併
合
時
、
「
李
王
家
は
宮
家
大磯と今井浜の別荘も手放さざるをえなかった。
こ
の
時
期
に
そ
の
後
の
二
人
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
在
日
朝
鮮
基
督
東
京
教
会
の
呉
允
台
牧
師
が
季
王
家
を
よ
く
訪
れ
、
限
と
方
子
に
キ
リ
ス
ト
教
や
社
会
事
業
の
話
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
の
時
点
で
（応）
「
眼
は
既
に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
」
こ
と
、
そ
し
て
後
に
方
子
が
韓
国
で
福
祉
事
業
に
専
念
す
る
の
も
、
こ
の
牧
師
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
察
す
る
。
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１
韓
国
と
李
家
戦
後
、
初
代
の
大
統
領
に
な
っ
た
李
承
晩
は
強
硬
な
反
日
政
策
を
推
し
進
め
た
た
め
に
、
Ⅲ
季
王
家
（
以
下
李
家
）
に
対
し
て
も
そ
の
態
度
は
非
常
に
冷
た
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
戦
後
か
ら
李
承
晩
の
政
（Ⅳ）
扱
い
で
は
あ
る
が
Ⅱ
川
本
の
宮
家
で
は
な
い
」
と
さ
れ
た
季
王
家
に
は
、
た
だ
の
一
銭
も
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
一
○
月
一
例
日
の
臣
籍
降
下
決
定
に
よ
り
、
李
王
家
は
結
果
と
し
て
一
時
期
無
国
籍
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
こ
と
を
方
子
は
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
王
公
家
規
範
を
離
れ
て
、
在
日
韓
国
人
と
し
て
登
録
さ
れ
る
マ
マ
日
、
こ
れ
で
は
っ
き
り
、
口
本
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
・
・
と
い
う
、
ご
ま
か
し
よ
う
の
な
い
実
感
が
の
こ
る
の
を
、
ど
う
す
る
（旧）
こともできませんでした。（傍点筆者、以下同じ）
と記している。これまで方子は一応王族・準皇族と一一一一口われ
公
務
も
他
の
宮
家
と
同
じ
よ
う
に
努
め
て
い
た
が
、
今
回
の
原
籍
降
下
と
在
Ⅱ
韓
阿
人
登
録
に
よ
り
、
確
実
に
Ⅱ
本
か
ら
見
放
さ
れ
た
の
である。方子は梨本宮家の女王として生まれ育ちながら、
（四）
眼
と
の
結
婚
に
よ
り
「
、
口
鮮
融
和
・
お
国
の
た
め
」
の
重
責
を
負
っ
て
き
た
。
し
か
し
Ｈ
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
そ
れ
も
遂
に
歴
史
の
な
か
に
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
一
一
韓
国
へ
帰
国
椎が終わる昭和一一一五年までの一一二年間は、李家にとって必
然
的
に
辛
い
Ⅱ
々
を
送
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
国
内
で
も
李
承
晩
大
統
領
の
長
期
政
権
に
懲
り
た
韓
国
国
民
は
、
責
任
内
閣
制
を
選
択
し
、
昭
和
三
五
年
八
月
一
一
一
日
に
国
会
で
尹
譜
善
を
大
統
領
に
、
張
勉
を
総
理
に
選
出
し
た
。
尹
政
権
は
李
政
権
と
は
違
っ
て
、
極
端
な
反
Ｈ
路
線
は
取
ら
ず
、
Ⅱ
本
と
の
新
た
な
外
交
関
係
樹
立
を
め
ざ
し
た
の
で
、
川
年
九
月
六
Ｈには解放後初めて日本の外務大臣小坂徳三郎が訪韓した
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
韓
関
係
の
流
れ
が
変
化
す
る
な
か
で
、
同
時
に
李
家
へ
の
待
遇
も
李
承
晩
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
転
換
を
見
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
鯨
国
の
歴
史
的
見
面
し
の
中
に
、
李
氏
朝
鮮
の
王
家
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
し
て
、
方
子
た
ち
に
も
少
し
ず
つ
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
が
総
理
の
張
勉
が
眼
に
対
し
て
駐
英
人
使
就
任
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
政
治
的
な
推
薦
に
た
い
し
て
力
子
た
ち
は
、
望
郷
の
思
い
が
ど
ん
な
に
強
く
て
も
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
（加）
恐れのある霜うちは帰らないつもりだった。
と
即
座
に
辞
退
を
し
て
い
る
。
こ
の
「
政
治
不
関
与
」
の
姿
勢
は
堰
の一貫した考えであった。翌昭和三六年一一一月には李寿士ロが
眼
の
帰
国
準
備
と
い
う
こ
と
で
来
日
し
、
Ⅲ
皇
室
財
産
管
理
局
の
予
八九
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算
か
ら
百
万
ウ
ォ
ン
（
七
百
二
十
万
円
）
を
持
参
し
た
。
こ
れ
は
二
人
が
韓
国
政
府
か
ら
受
け
取
っ
た
初
め
て
の
経
費
で
あ
る
。
こ
の
金
額
は
昭
和
三
五
年
当
時
の
白
米
十
蛇
の
価
格
の
八
百
七
十
円
を
基
本
に
し
て
み
る
と
、
平
成
七
年
当
時
は
白
米
十
蛇
が
三
千
七
百
七
十
円
で
あ
る
か
ら
物
価
は
約
四
・
三
倍
、
す
な
わ
ち
百
万
ウ
ォ
ン
は
平
成
（辺）○
七
年
ご
ろ
で
は
三
千
万
円
ぐ
ら
い
に
な
ろ
う
力
こ
の
よ
う
に
李
家
の
待
遇
改
善
が
見
始
め
ら
れ
た
頃
、
本
国
韓
国
で
は
三
六
年
五
月
一
七
日
に
朴
正
煕
が
指
揮
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
部
隊
が
ソ
ウ
ル
を
占
拠
し
、
尹
政
権
は
「
軍
事
委
員
会
が
政
府
機
能
を
代
行ｆ秘」ことを認めたのである・韓国国民は朝鮮戦争二
九
五
○
～
五
一
一
一
）
が
終
わ
っ
て
一
○
年
も
た
た
な
い
間
に
、
政
権
交
代
に
よ
る
国
内
の
混
乱
で
不
安
定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
李
家
に
と
っ
て
は
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
年
の
七
月
末
、
韓
国
代
表
部
の
金
秘
書
よ
り
「
朴
議
長
が
殿
下
の
容
態
を
大
変
心配されて乢秘・」と電話があり、その後特使ひとりが派
遣
さ
れ
、
今
後
の
堰
の
療
養
費
と
李
家
の
生
活
費
を
韓
国
政
府
が
援
（型）
肋
す
る
］
日
、
眼
の
摘
床
に
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
季王家の財産税の徴収秘、三度にわたる海外の滞在な
ど秘、経済的に苦難の時期を過ごしていた方子は「この時
（幻）
が
一
番
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
李
家
に
と
っ
て
は
政
権
交
代
ご
と
に
韓
国
政
府
か
ら
の
待
遇
が
、
し
だ
い
に
法
政
史
学
第
七
十
一
号
２
帰
国
昭
和
三
六
年
五
月
の
朴
正
煕
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
、
昭
和
四
○
年
六
月
の
「
Ⅱ
韓
基
本
条
約
」
締
結
ま
で
の
四
年
の
間
に
、
家
庭
的
に
も
経
済
的
に
も
眼
と
力
子
の
生
活
は
激
変
し
た
。
方
子
は
昭
和
三
七
年
六
月
一
三
日
か
ら
一
八
日
ま
で
の
問
、
ソ
ウ
ル
に
滞
在
し
て
季
王
家
の
墓
参
り
を
し
、
秋
に
は
Ｒ
本
で
慈
善
事
業
関
係
の
仕
事
や
施
設
を
援
助
す
る
た
め
の
催
し
に
参
画
し
、
そ
の
後
一
二
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
、
帰
国
準
備
に
か
か
っ
た
。
そ
し
て
現
と
方
子
、
息
子
の
玖
は翌年の昭和一一一八年一一月一三日遂に韓国へ帰国したので
あ
る
。
こ
の
李
家
韓
国
帰
国
に
際
し
、
Ｈ
本
政
府
は
非
公
式
の
使
い
（”）
として一兀男爵安東貞雄夫妻を随行させ、賎別として一千八
（釦）
百
万
円
を
蝋
呈
し
た
。
帰
国
一
別
Ⅲ
と
当
日
の
こ
と
が
「
入
江
相
政
Ⅱ
記
」
に
は十一
月
二
十
一
日
晴
明
日
李
恨
さ
ん
夫
妻
御
出
発
の
際
の
お
良
く
な
っ
て
い
く
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
韓
国
の
政
情
か
ら
み
る
と
、
朴
大
統
領
は
尹
政
権
の
政
策
を
引
き
継
ぎ「日韓国交正常化丸艇」を本格化し、その日韓関係改善
策
の
一
つ
の
中
に
「
李
家
を
韓
国
に
帰
す
」
こ
と
が
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
又
、
日
韓
政
治
の
所
産
で
あ
っ
た。
九
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使い一一一一口上につき拝謁。
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
晴
適
十
一
時
半
に
出
て
徳
川
さ
ん
と
羽
川
空
港
。
丁
度
一
時
間
で
着
く
。
両
殿
下
の
非
公
式
の
お
使
い
。
方
（
子
）
様
と
李
玖
さ
ん
と
に
お
ｕ
ｆ
、
李
恨
さ
ん
は
早
く
飛
行
機
に
乗
り
込
ん
で
お
ら
れ
る
。
予
定
通
り
一
時
半
に
縦隠・
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｈ
本
政
府
も
皇
室
・
宮
内
庁
も
こ
と
さ
ら
表
だ
っ
た
行
動
は
と
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
冷
た
い
扱
い
に
「
日
韓
併
合
の
時
、
Ⅱ
本
政
府
は
季
王
家
に
た
い
し
て
永
久
に
〃
全
を
つ
く
す
と
約
束
し
て
お
き
な
が
ら
、
戦
後
の
や
り
か
た
は
冷
淡
で
あ
っ趣。」が、ここには国交川復がなされていない国への帰
脚
と
い
う
表
面
上
の
剛
山
以
外
に
、
過
去
の
Ⅱ
韓
の
歴
史
に
囚
わ
れ
た
Ｈ
本
政
府
の
逃
げ
の
意
識
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
冷
た
い
日
本
の
対
応
に
比
べ
て
韓
国
で
は
、
李
家
三
人
の
帰
国
の
情
報
が
川
内
に
一
川
前
か
ら
繰
り
返
し
ラ
ジ
オ
で
報
道
さ
れ
、
帰
川
当
ｕ
の
金
浦
空
港
は
、
三
人
を
出
迎
え
る
た
め
の
多
く
の
人
波
や
花
束
で
埋
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
三
人
は
無
事
に
人
韓
民
国
国
民
と
な
っ
た
。
こ
の
行
餓
に
は
韓
国
の
王
室
を
本
来
あ
る
べ
き
韓
阿
に
戻
し
、
そ
の
う
え
日
本
か
ら
の
経
済
援
助
引
き
出
し
策
と
い
う
朴
正
煕
政
権
の
考
え
方
か
ら
、
李
家
の
帰
国
が
一
連
の
政
策
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
１
帰
国
時
韓
国
の
福
祉
情
況
方
子
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
時
漢
南
洞
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
ア
パ
ー
ト
で
現
地
の
現
状
を
眺
め
る
巾
で
、
住
人
た
ち
の
様
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
巧
時
の
韓
脚
で
は
、
ポ
リ
オ
（
小
児
麻
岼
）
な
ど
で
麻
癖
し
た
子
供
を
我
が
家
の
恥
と
し
て
家
の
中
に
閉
じ
こ
め
た
り
、
ま
た
精
神
薄
弱
児
た
ち
が
家
族
た
ち
か
ら
疎
ま
れ
て
い
る
情
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
障
害
を
も
つ
子
供
を
抱
え
る
家
庭
も
、
壯
問
に
対
し
て
肩
身
の
狭
い
思
い
を
（鋼）
し
て
い
る
韓
国
庶
民
の
内
情
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
方
子
は
、
こ
の
子
供
達
と
家
族
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た。し
か
し
方
子
の
帰
国
当
時
の
韓
国
の
福
祉
の
情
況
は
次
の
よ
う
に
貧
附
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
後
の
一
九
六
一
年
に
埖
活
保
護
法
が
制
帰
国
後
、
眼
は
ソ
ウ
ル
の
聖
母
病
院
に
入
院
し
、
方
子
は
漢
南
洞
の
外
国
人
ア
パ
ー
ト
に
落
ち
着
い
た
。
こ
う
し
て
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
に
あ
っ
て
も
、
韓
川
川
内
の
政
情
は
安
定
せ
ず
、
朴
政
権
は
学
雄
デ
モ
に
は
武
力
弾
圧
で
臨
み
、
昭
和
川
○
年
に
日
韓
双
方
共
に
強
引
に
締
結
さ
れ
た
「
日
韓
基
本
条
約
」
の
影
響
も
あ
っ
て
、
韓
国
国
民
が
強
い
Ⅸ
Ⅱ
感
情
を
持
つ
社
会
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
三
韓
国
に
お
け
る
方
子
の
活
動
九
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表１「世界の社会冊Ｉｕｌ９頁より。ノj子に関係ある社会福祉ﾂﾞｲ業を中心にした。 法
政
史
学
第
七
十
一
号
九
制定年 法律 備考
【社会福祉事業】
１９６１ 満落行為等防止法
１９７０ 社会福祉事業法 １９３８年改正
１９７６ 入養特例法 １９９０年改正
１９７７ 特殊教育振興法 １９８７年改正
１９８０ 社会福祉事業基金法
１９８１ 障碍人福祉法 １９８９年全文改正
老人福祉法 １９８９年全文改正
児童福祉法 １９８４年全文改正
１９８２ 幼児教育振興法
１９８６ 母子保健法
１９８７ 青少年育成法 １９８９，１９９０年改正
１９８９ 母子福祉法
１９９０ 障碍人雇傭促進等に関する法律
１９９１ 嬰幼児保育法
【社会保険】
１９６０ 公務員年金法
１９６３ 医療保険法 1970年虹､1976年蚊証､以胚》(証
産業災害補償保険法 １９８９年まで十一次改正
軍人年金法
１９７３ 私立学校教職員年金法
国民年金法 １９８９年改正
１９７７ 公務員及私立学校教職員医療保険法 1979,1981,1987年H正
【公的扶助其他関係法令】
１９５３ 勤労基準法
１９６１ 生活保護法 １９８２全文改正
１９６２ 災害救護法
１９７７ 医療保護法 １９９１年改正
１９８７ 男女雇傭平等法 １９８９年改正
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２
方
子
と
福
祉
方
子
は
韓
国
帰
国
以
前
か
ら
個
人
的
に
福
祉
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
方
子
の
祖
母
鍋
島
榮
子
が
元
日
本
赤
十
字
篤
志
看
護
婦
人
会
会
長
で
あ
り
、
母
梨
本
官
伊
都
子
も
皇
族
の
公
務
と
し
て
同
婦
人
会
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
見
て
育
っ
た
方
子
も
、
王
族
妃
と
し
て
日
本
赤
十
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
太
平
洋
戦
争
終
戦
直
後
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
在
日
朝
鮮
基
督
東
京
教
会
の
牧
師
か
定
さ
れ
る
ま
で
、
韓
国
に
は
目
立
っ
た
福
祉
の
施
策
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
後
約
三
○
年
間
の
軍
事
政
権
時
代
は
経
済
発
展
が
ま
ず
優
先
さ
れ
た
。
朴
政
権
は
経
済
成
長
政
策
を
進
め
る
な
か
で
、
国
内
の
経
済
格
差
な
ど
の
問
題
を
表
面
化
き
せ
な
い
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
先
の
生
活
保
護
法
や
医
療
保
険
法
な
ど
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
方
子
に
関
係
の
あ
る
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
法
律
と
し
て
は
、
一
九
六
一
年
制
定
の
倫
落
行
為
等
防
止
法
と
一
九
七
○
年
制
定
の
社
会
福
祉
事
業
法
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
韓
国
に
お
い
て
真
に
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
へ
の
関
心
が
高
ま
る
の
は
、
一
九
八
一
年
に
国
連
で
国
際
障
害
者
年
が
決
議
さ
れ
、
全
斗
煥
大
統
領
が
心
身
障
害
者
福
祉
法
（
韓
国
で
は
障
碍
人
福
祉
法
と
い
う
）
を
制
定
す
る
ま
で
（鈍）
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
３
「
慈
行
会
」
の
設
立
か
ら
「
慈
惠
学
校
」
へ
（１）慈行会
韓
国
に
お
い
て
方
子
の
福
祉
活
動
が
動
き
は
じ
め
た
の
は
、
帰
国
後
二
年
日
の
一
九
六
五
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
方
子
の
福
祉
活
動
の
希
望
を
聞
い
た
、
当
時
韓
国
赤
十
字
の
諮
問
委
員
で
あ
っ
た
南官跳馳が、諮問委員会の人々を中心に呼び小脳、心身障
圭
口
児
の
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
の
基
本
機
関
に
な
る
韓
国
の
慈
行
会
を
ま
ず
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
六
六
年
に
正
式
に
社
団
法
人
ら韓同の社会事業について詳しく話を聞く機会があっ趨・
こ
の
よ
う
に
方
子
自
身
に
よ
る
福
祉
活
動
に
対
す
る
下
地
は
す
で
に
川
来
化
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
方
子
が
最
初
に
福
祉
活
動
に
手
を
染
め
た
の
が
、
韓
国
帰
国前の昭和一一一五年に日本国内で立ち上げた、障害者児童の
ための福祉団体日本慈征艶であった・方子はまず日本にお
い
て
慈
善
事
業
関
係
の
仕
事
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
で
の
体験を基礎として方子は、
眼
殿
下
が
「
帰
国
し
た
ら
社
会
福
祉
活
動
を
し
た
い
」
と
話
さ
（ｗ）
れ
て
い
た
。
と
云
う
夫
恨
の
意
志
を
継
い
で
、
韓
国
国
内
に
お
け
る
福
祉
活
動
へ
の
夢
を
急
速
に
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
九
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慈徒梨を発足させたのである・
運
営
の
方
法
と
し
て
、
設
立
当
初
は
慈
行
会
の
年
会
費
六
万
ウ
ォ
ン
（
当
時
の
日
本
円
で
一
万
八
千
円
強
）
の
名
誉
会
員
二
二
名
を
含
（４）
む
四
五
○
名
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
名
誉
会
員
の
年
〈
云
費
六
万
ウ
ォ
ン
は
韓
国
の
一
般
国
民
の
所
得
の
五
ヶ
月
分
に
も
の
ぼ
る
高
い
ものであつ｛樫。従って設立当初の慈行会は運営資金を集め
る
面
で
非
常
な
困
難
を
極
め
た
。
こ
の
方
子
の
韓
国
の
慈
行
会
の
維
持
運
営
を
応
援
す
る
た
め
に
、
日
本
慈
行
会
の
特
別
賛
助
会
員
三
○
名
た
ら
ず
が
、
年
一
回
の
観
劇
会
を
主
催
し
、
利
益
の
百
万
円
を
方
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写真 衣装を着た方子写真
子
に
寄
附
し
て
い
た
。
福
祉
活
動
を
続
け
る
た
め
に
日
本
か
ら
の
資
金
カ
ン
パ
の
他
に
、
慈
行
会
を
立
ち
上
げ
た
あ
と
、
立
て
続
け
に
次
の
よ
う
な
行
事
を
催
し
た
。
東
京
の
韓
国
文
化
院
や
旧
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
の
バ
ザ
ー三越
銀
座
店
で
の
方
子
の
書
や
絵
、
七
宝
焼
き
な
ど
の
作
品
展
韓
国
国
内
の
釜
山
・
光
州
・
大
邸
・
済
川
島
の
固
唐
ホ
テ
ル
で
の
季
王
朝
衣
装
発
表
会
右
行
事
の
売
り
上
げ
で
慈
行
会
の
経
済
的
に
厳
し
い
運
営
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
行
事
を
催
し
て
行
く
巾
で
、
新
た
に
方
子
と
韓
国
民
衆
と
を
結
び
つ
け
る
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
の
が
「
季
王
朝
の
衣
装
の
研
究
」
で
あ
っ
た
。
一
九
二
二
年
蝉
阿
で
の
眼
と
の
結
婚
式
「
蜆
見
の
儀
」
の
時
に
方
子
が
着
た
礼
装
も
新
た
に
製
作
さ
れ
、
発
表
会
の
中
の
シ
ョ
ー
で
は
方
子
自
身
が
こ
の
衣
装
を
着
て
出
演
し
た
の
で
あ
（咽）
る
。
『
朝
鮮
王
朝
宮
中
衣
装
」
に
自
ら
衣
装
を
着
た
方
子
の
姿
が
載
せられている。その姿は時代を超えた朝鮮王朝の威厳が感
じ
ら
れ
て
、
戦
後
の
韓
国
国
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
で
あ
る
ニフ。（２）「慈恵学校」へ発展
慈
行
会
の
設
立
当
初
か
ら
以
後
方
子
が
亡
く
な
る
ま
で
、
方
子
の
福
祉
と
と
も
に
歩
み
続
け
た
韓
国
人
の
一
人
が
、
理
事
の
金
寿
妬
氏
九
四
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４
『
明
暉
園
」
の
設
立
（１）「明暉園』
力
子
は
慈
行
会
設
立
の
時
を
同
じ
く
し
て
、
’
九
六
六
年
に
聾
唖
・
小
児
麻
曄
の
子
供
達
を
対
象
に
し
た
心
身
障
害
者
の
為
の
生
活
施
設
を
、
ソ
ウ
ル
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
二
階
を
間
借
り
し
て
始
め
た
。
一
（
註
（
町
）
参
照
）
で
あ
る
。
阿
校
資
料
と
参
考
文
献
よ
り
慈
行
会
か
ら
『
慈
恵
学
校
』
へ
の
改
編
事
業
を
み
て
み
よ
う
。
慈
行
会
が
創
立
し
て
か
ら
四
年
目
、
一
九
六
九
年
四
月
に
「
精
神
薄
弱
児
指
導
室
」
が
生
徒
一
名
で
延
世
人
学
内
に
間
借
り
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
一
九
七
一
年
に
慈
行
会
は
こ
の
指
導
室
を
一
括
統
合
し
て
、
水
原
の
貸
し
ビ
ル
で
正
式
に
「
慈
忠
学
校
』
と
し
て
発
展
的
に
改
編
川
発
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
一
九
七
二
年
に
学
校
の
校
舎
が
水
原
市
内
に
落
成
し
た
。
こ
の
校
舎
の
建
築
費
と
し
て
一
千
万
ウ
ォ
ン
（
当
時
の
日
本
円
で
約
九
百
七
十
万
円
）
を
寄
附
し
、
落
成
式
典
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
の
が
、
朴
大
統
領
夫
人
の
陸
氏
で
あ
っ
た
□
こ
の
よ
う
に
慈
行
会
は
、
多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
現
在
に
残
る
慈
恵
学
校
と
し
て
完
成
し
た
。
す
な
わ
ち
慈
恵
学
校
は
、
心
身
障
害
の
子
供
た
ち
の
学
校
教
育
の
教
育
施
設
と
し
て
、
深
く
韓
国
国
民
に
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
ｕ
）
九
六
七
年
夫
恨
の
誕
生
日
の
一
○
月
二
○
日
に
合
わ
せ
て
、
堰
の
雅
号
明
暉
か
ら
『
明
暉
園
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
一
九
六
八年の秋には国から「社会福祉隣旭」「明暉園」として認
定
さ
れ
、
一
九
七
○
年
に
は
明
忠
会
館
と
い
う
名
の
校
舎
が
ソ
ウ
ル
市
内
に
落
成
し
た
。
そ
し
て
一
九
七
四
年
ソ
ウ
ル
市
内
に
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
新
施
設
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
以
降
「
明
臓
園
」
は
韓
国
に
お
い
て
、
様
々
な
障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
生
活
・
教
育
支
援
の
場
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
（２）「明晦園」の運営
し
か
し
な
が
ら
、
「
明
暉
園
』
も
「
慈
恵
学
校
」
と
お
な
じ
く
そ
の
運
営
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
「
明
腫
園
」
の
子
供
達
の
父
兄
は
貧
困
者
が
多
い
た
め
、
運
営
の
た
め
の
資
金
集
め
は
方
子
一
人
に
頼
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
一
九
七
八
年
ご
ろ
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
方
子
自
身
に
よ
る
Ⅱ
本
縦
断
募
金
集
め
で
あ
っ
た
。
当
時
の
力
子
は
韓
国
語
が
出
来
ず
知
人
の
少
な
い
韓
国
よ
り
、
Ｈ
本
で
の
資
金
（妬）
集
め
に
頼
っ
た
。
の
で
あ
る
。
そ
し
て
方
子
は
一
九
七
八
年
か
ら
三
年
間
を
か
け
て
、
（妬）
日
本
全
国
を
走
り
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
寄
附
を
依
頼
す
る
方子を見て、息子の玖は乞食と評したので九Ｍ・資金集め
の
た
め
に
は
、
自
分
が
持
っ
て
い
た
過
去
の
元
皇
族
の
有
力
な
一
肩
書
九
五
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「
賞
勲
法
」
第
十
二
条
（
国
民
勲
章
）
国
民
勲
章
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
教
育
・
学
術
分
野
に
功
績
を
た
て
て
国
民
の
福
祉向上及び国家発展に寄与して功績が明確な者に授与
（⑬）
し
、
こ
れ
を
五
等
級
と
す
る
。
方
子
の
活
動
が
韓
国
国
家
か
ら
「
福
祉
向
上
及
び
国
家
発
展
に
寄
与
る章
に）￣ ５
方
子
勲
章
受
賞
方
子
は
一
九
八
一
年
四
月
二
○
日
、
韓
国
に
お
け
る
方
子
の
福
祉
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
全
斗
煥
大
統
領
に
よ
り
国
民
勲
章
「
牡
丹
章
」
が
授
与
さ
れ
た
。
韓
国
の
勲
章
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
き
を
最
大
限
に
利
用
す
る
ほ
ど
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
韓
国
の
福
祉
事
業
の
運
営
は
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
考
え
る
に
、
日
本
で
集
め
た
資
金
で
韓
国
の
福
祉
を
立
ち
上
げ
経
営
す
る
、
こ
の
事
実
は
韓
国
国
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
韓
国
の
福
祉
は
一
つ
の
転
機
を
む
か
え
た
。
一
九八一年国連が定めた国際障害者年にあたるこの年から、
両
施
設
に
対
し
て
教
師
の
報
酬
が
京
城
道
教
育
監
か
ら
支
給
さ
れ
る
ようになったのでｈ秘。これによって『慈恵学校』・「明暉
園
」
共
に
人
件
費
が
削
減
さ
れ
、
運
営
が
少
し
で
は
あ
る
が
楽
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
筆者は二○○六年九月一一一一日に『明暉園」を、一四日に
『
慈
恵
学
校
』
を
訪
問
し
た
。
以
下
は
、
方
子
が
韓
国
帰
国
後
に
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
現
在
に
残
し
た
両
校
の
現
況
報
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
が
求
め
る
所
の
「
日
本
の
皇
族
方
子
が
韓
国
社
会
に
何
を
し
た
」
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
ど
の
程
度
の
評
価
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
五
等
級
を
見
て
み
る
と
、
む
く
げ
●
●
●
●
●
●
●
つ
ば
き
一等級ｌ無窮花章、一一等級ｌ牡丹章、’二等級ｌ冬柏
章
、
四
等
級
ｌ
木
蓮
章
、
五
等
級
ｌ
石
榴
章
と
五
級
の
勲
章
の
段
階
が
あ
り
、
方
子
に
は
い
き
な
り
二
等
級
の
勲
章
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
「
牡
丹
章
」
を
受
賞
す
る
価
値
と
は
、
「
在
日
大
韓
民
国
民
団
中
央
本
部
の
Ｈ
Ｐ
』
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
の
四
年
間
に
こ
の
章
を
受
賞
し
た
在
日
韓
国
人
は
、
「
朝
鮮
近
代
史
」
の
著
者
姜
在
彦
ら
七
人
し
か
い
な
い
。
方
子
の
「
牡
丹
章
」
は
韓
国
政
府
や
国
民
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
と
は
い
え
、
両
校
の
運
営
は
相
変
わ
ら
ず
苦
し
く
、
一
九
八
五
年
当
時
で
も
、
二
つ
の
学
校
の
関
係
者
か
ら
は
、
方
子
の
活
動
の
み
に
よ
る
「寄附だのみの経営では長続きはし阻幽」という声があが
るほどの情況であった。
四
現
在
の
「
慈
恵
学
校
」
と
「
明
暉
園
」
九
六
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１
『
慈
恵
学
校
」
『慈恵学校」は、京畿道水原市勧善区塔洞五○八’六に
あ
る
。
訪
問
し
た
当
時
は
、
精
神
障
害
や
肢
体
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
が
、
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
各
学
年
一
ク
ラ
ス
で
学
ん
で
い
た
。
幼
稚
部
三
名
、
小
学
生
四
八
名
、
中
学
生
三
二
名
、
高
校
生
一
一
九
名
の
合
計
一
一
二
名
の
生
徒
と
、
職
員
は
金
愚
校
長
を
含
め
て
四
六
名
で
あ
っ
た
。
授
業
は
公
立
学
校
と
同
様
の
国
語
や
算
数
と
い
っ
た
一
般
教
養
に
加
え
、
職
業
訓
練
も
含
ん
で
い
る
。
学
校
の
運
営
は
幼
稚
部
か
ら
中
学
ま
で
は
国
費
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
高
等
部
も
特
殊
教
育
機
関
と
い
う
こ
と
で
国
か
ら
の
補
助
が
出
て
い
る
。
方
子
の
時
代
に
は
慈
行
会
が
支
援
し
、
日
本
国
内
や
世
界
各
国
で
「
李
王
朝
宮
中
衣
装
展
示
会
」
を
開
く
な
ど
し
て
寄
附
を
集
め
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
国
家
の支援があるため、慈行会からの援助沼動はなくなった。
全
校
長
に
よ
れ
ば
、
教
育
機
関
と
し
て
成
長
し
て
き
た
の
で
運
営
の
面
で
は
支
障
は
な
く
な
っ
た
が
、
慈
行
会
の
活
動
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
Ｈ
本
と
の
交
流
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
学
校
に
は
、
今
も
方
子
が
世
界
各
国
で
発
表
し
残
し
た
李
王
朝
宮
中
衣
装
が
数
多
く
残
さ
し
た
か
」
の
結
論
で
あ
る
。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
２「明暉園』
（
１
）
施
設
社会福祉法人「明臓齪』は総合母体の名称であり、京畿
道安山市緑灰皿洞一一一七一一一番地にある。金バンジャ理事長
の
も
と
、
以
下
の
施
設
を
擁
し
て
い
る
。
①知的障害者のための生活施設「明暉園」
②
障
害
者
特
殊
学
校
「
明
恵
学
校
」
れ
て
い
る
。
行
く
行
く
は
記
念
館
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
計
画
は
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
。
今
後
の
『
慈
恵
学
校
」
の
課
題
と
し
て
、
卒
業
生
の
自
立
が
挙
げ
られている。卒業生は一一○○六年時点で約二二○名で、そ
の
内
川
○
名
か
ら
五
○
名
は
一
般
企
業
か
ら
の
要
望
で
、
組
み
立
て
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
て
い
る
が
、
他
の
卒
業
生
は
無
職
と
い
う
。
一
般
企
業
に
就
職
し
た
者
も
い
たが、すぐ辞めたということである（チヨ教監談）。学校
も
高
等
部
ま
で
し
か
な
く
、
卒
業
生
が
自
立
で
き
て
い
な
い
現
実
を
見
る
と
、
高
等
部
の
上
に
専
門
学
校
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
事
か
ら
、
そ
の
計
阿
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
金
校
長
談
）
。
こ
こ
で
は
卒
業
生
の
自
立
の
難
し
さ
に
直
面
し
て
い
る
現
実
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
た
。
九
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③障害者職業訓練施設及び労働施設「海東訓練所」
④障害者共同生活家庭「明暉共同生活家庭」の「希望」
と「愛」
⑤共稼ぎ家庭の子供達の保育所「聖母子供の家」
⑥
身
寄
り
の
な
い
老
人
の
た
め
の
無
料
給
食
所
「
聖
熾
老
人
ホ
ー
ム」
⑦スポーツ施設「明瞭体育センター」
敷
地
は
緑
に
囲
ま
れ
小
高
い
山
を
背
に
し
て
広
く
、
一
つ
の
集
落
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
以
下
は
各
施
設
の
活
動
情
況
で
あ
る
。
①
「
川
岬
園
」
は
金
事
務
価
長
に
よ
れ
ば
「
方
子
が
残
し
た
韓
川
で
初
め
て
の
障
害
者
生
活
施
設
」
で
あ
る
と
い
う
。
縫
製
・
編
み
物
な
ど
の
作
業
訓
練
の
ほ
か
、
粘
神
障
害
の
重
い
生
徒
に
械
物
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
治
療
を
行
う
こ
と
も
さ
れ
て
い
る
。
全
寮
制
で
男
子
五
Ⅲ
名
、
女
子
八
一
名
の
一
○
五
名
の
生
徒
に
対
し
、
職
貝
は
生
（皿）
活運動教師、社会復帰教師などを含めて一二一二名である。韓
国
の
法
律
で
「
障
害
者
生
活
施
設
は
、
七
○
％
以
化
が
生
活
保
護
家
庭
の
入
川
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（
金
氏
談
）
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、
現
在
の
Ｍ
施
設
の
生
徒
の
七
○
％
以
上
が
生
活
保
護
家
庭
の
児
童
で
あ
る
と
い
う
。
韓
川
の
貧
川
率
は
二
○
○
一
年
と
二
○
○
二
年
の
統
計
で
は
、
約
六
・
五
％
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
韓
国
の
人
川
が
二
○
○
一
一
一
年
の
統
計
で
は
川
八
○
○
万
人
で
あ
る
か
ら
、
貧
川
法
政
史
学
第
七
十
一
号
家
庭
は
約
三
○
○
万
人
で
生
活
保
護
年
金
の
受
給
率
は
そ
の
半
分
程
度といわれて乢秘。
②
「
明
恵
学
校
」
は
、
障
害
者
の
た
め
の
中
学
校
と
高
等
学
校
が
と
か
ら
な
る
。
健
常
者
の
学
生
と
の
学
習
が
可
能
で
大
学
に
行
き
た
い
子
の
ク
ラ
ス
と
、
知
的
障
害
昔
の
ク
ラ
ス
の
各
学
年
二
ク
ラ
ス
ず
つ
、
約
一
五
○
名
の
生
徒
達
が
、
己
開
発
や
自
立
の
道
を
探
る
べ
く
（鍵）
学んでいる。
③
「
海
東
訓
練
所
」
は
五
○
名
が
作
業
服
の
縫
製
・
刺
繍
な
ど
の
作
業
を
し
、
売
り
上
げ
は
年
間
約
三
億
ウ
ォ
ン
（
約
二
千
四
百
（弱）
万
円
）
に
の
ぼ
る
。
筆
肴
が
訪
れ
た
時
、
Ⅱ
本
の
名
古
屋
「
ダ
イ
シ
ョ
ウ
電
子
」
の
作
業
服
を
作
っ
て
い
た
。
販
売
網
が
な
い
た
め
、
見
学
に
訪
れ
た
人
の
Ⅱ
コ
ミ
に
よ
る
受
注
に
願
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
④
「
明
脈
共
Ｍ
生
活
家
庭
」
（
共
Ｍ
生
活
ア
パ
ー
ト
）
に
含
ま
れ
る
「
希
望
」
は
男
子
四
名
、
「
愛
」
は
女
子
四
名
の
共
川
住
宅
で
、
各
部
屋
二
○
坪
で
あ
る
。
入
居
者
は
「
海
東
訓
練
所
」
や
安
山
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
社
会
ｎ
京
の
遂
行
の
た
め
の
衛
生
指
導
や
衣
食
住
生
活
指
導
な
ど
の
支
援
が
専
門
員
か
ら
受
け
ら
れ
る
、
⑤
「
聖
母
子
供
の
家
」
は
教
師
一
一
名
が
○
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
の
一
○
一
名
の
児
童
を
預
か
っ
て
い
る
。
九
八
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⑥
「
聖
母
老
人
ホ
ー
ム
」
は
修
道
女
、
補
助
者
各
一
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
一
日
平
均
一
五
○
余
名
、
月
平
均
三
七
五
○
余
名
に
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。
⑦「明暉体育センター」は障害者だけでなく、地域住民
に
も
開
放
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
。
障
害
者
に
対
す
る
地
域
住
民
の
剛
解
を
深
め
、
障
害
者
と
一
般
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
多
く
の
地
域
の
住
民
た
ち
が
ジ
ム
や
プ
ー
ル
に
通
っ
て
き
て
い
た
。
（２）現在の運営
金
事
務
長
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
五
年
に
「
明
卿
嗣
」
の
運
営
母
体
が
、
八
五
歳
に
な
っ
た
創
設
者
の
方
子
中
心
の
運
営
か
ら
、
聖
母
修
女会に他わったことが運営上の大きな変化であったとい
う
。
確
か
に
資
金
を
集
め
る
上
で
以
降
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
の
支
援
は
増
え
た
が
、
方
子
の
力
で
得
て
い
た
日
本
か
ら
の
資
金
が
大
き
く
（印）
減
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
関
係
者
達
は
皆
方
子
の
み
の
努
力
に
頼
る
寄
附
頼
み
で
は
い
け
な
い
と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
Ｈ
本
か
ら
帰
国
し
た
方
子
が
、
初
め
て
韓
国
で
起
こ
し
育
ん
で
き
た
韓
国
の
社
会
福
祉
事
業
、
そ
し
て
常
に
目
指
し
て
き
た
障
害
者
自
立
つ
ま
り
は
施
設
の
万
千
か
ら
の
自
立
、
そ
の
大
き
な
願
い
が
稔
る
の
が
一
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
に
国
際
連
合
に
よ
る
「
国
際
障
害
者
年
」
制
定
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
関
戦
後
韓
国
に
お
け
る
Ｈ
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
（品）
係
者
の
努
力
に
よ
り
国
か
ら
の
補
助
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
関
係
者
の
願
い
は
前
進
し
た
。
現
在
で
は
施
設
内
の
「
明
暉
園」・「明恵学校」の運営費はほぼ全額が国から出ている。
ま
た
「
海
東
訓
練
所
」
の
売
り
上
げ
も
運
営
費
と
し
て
見
込
め
る
だ
け
の
経
営
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
、
寄
附
に
依
頼
し
な
い
自
立
化
が
進
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
方
子
の
韓
伺
に
お
け
る
大
き
な
役
割
は
終
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
施
設
が
抱
え
る
問
題
も
少
な
く
な
い
。
「
明
暉
園
」
の
入
居
者
は
五
年
間
の
入
寮
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭
が
多
い
子
供
達
が
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
近
年
後
に
は
ま
た
一
般
社
会
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
明
恵
学
校
」
の
卒
業
生
も
「
海
束
訓
練
所
」
に
入
る
以
外
の
就
業
に
は
な
か
な
か
至
ら
ず
、
韓
国
の
障
害
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
体
制
は
現
在
で
も
充
分
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
案
内
し
て
も
らった通訳の趙氏が、ふと漏らした一一一一口葉「このような施設
に
入
れ
る
子
は
本
当
に
幸
せ
だ
。
家
で
親
が
全
て
面
倒
を
見
る
の
が
今
で
も
普
通
だ
」
が
韓
国
福
祉
の
現
状
で
あ
ろ
う
。
「
明
恵
学
校
」
の
隣
に
眼
と
方
子
の
記
念
室
が
有
る
。
そ
こ
に
は
方
子
が
「
明
暉
園
」
で
始
め
た
「
身
体
的
・
精
神
的
に
障
害
を
持
つ
人
達
が
自
立
出
来
る
よ
う
に
支
援
す
る
施
設
」
と
い
う
精
神
が
今
も
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
「
明
暉
園
」
は
二
○
○
九
九
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方
子
が
韓
国
福
祉
活
動
に
与
え
た
影
響
方子が「明暉園」を立ち上げてから一五年後、全斗煥大
統
領
は
韓
国
に
お
い
て
初
め
て
福
祉
国
家
創
設
を
う
た
い
、
一
九
八
一
年
に
は
心
身
障
害
者
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
二
七
年
経
過
し
た
が
、
現
在
で
も
韓
国
は
障
害
者
が
国
民
か
ら
見
え
な
い
影
の
部
分
に
追
い
や
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
正
式
に
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
人
も
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
今
で
も
障
害
や
疾
病
が
遺
伝
に
よ
る
と
信
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
特
に
精
神
疾
病
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
に
放
置
さ
れ
て
い
る
情
況
で
あ
る
。
障
害
を
治
療
す
る
専
門
医
師
だ
け
で
な
く
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
も
不
足
し
て
い
る
。
一
九
九
○
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
一
○
年
間
に
お
い
て
輔
国
国
民
の
所
得
保
障
制
度
の
発
展
と
は
対
照
的
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
相
対
的
に
停
滞
し
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
数
も
増
え
方
が
少
な
く
、
極
め
て
低
水
準
に
あ
る。こ
れ
ま
で
障
害
者
の
介
護
が
家
族
を
始
め
と
す
る
地
域
の
自
主
的
な
責
任
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
た
め
、
障
害
者
に
対
す
る
韓
国
社
会
の
五
年
五
月
に
「
二
○
○
囚
年
度
障
害
者
福
祉
施
設
評
価
、
障
害
者
生
活
施
設
最
優
秀
機
関
」
に
選
定
ざ
れ
盧
武
絃
大
統
領
か
ら
表
彰
さ
れ
た。 法
政
史
学
第
七
十
一
号
１
坂
の
最
後
方
子
の
夫
恨
は
一
九
七
○
年
五
月
一
日
、
入
院
先
の
ソ
ウ
ル
聖
母
病
院
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
七
二
歳
で
あ
っ
た
。
葬
儀
は
九
日
、
ソ
ウ
ル
の
昌
徳
宮
大
造
殿
前
庭
で
、
韓
国
国
会
議
長
、
李
孝
祥
氏
を
葬
儀
委
員
長
に
し
て
営
ま
れ
た
。
韓
川
側
か
ら
は
丁
一
権
国
務
総
理
、
Ⅱ
本
側
か
ら
は
秩
父
宮
妃
、
高
松
樹
夫
妻
ら
一
流
○
○
名
が
参
列
し
た
。
李
王
家
歴
代
の
埋
葬
地
で
あ
る
王
陵
の
金
谷
陵
「
英
園
」
ヘ
の
（印）
沿
道
で
は
、
約
二
万
人
の
ソ
ウ
ル
市
比
が
見
送
っ
た
。
葬
儀
の
Ⅱ
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
実
況
放
送
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
李
朝
五
百
年
の
最
後
の
皇
太
子
と
し
て
生
ま
れ
た
運
命
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
苦
労
を
な
め
ら
れ
て
か
ら
、
七
十
三
歳
を
一
期
に
世
を
去
ら
れ
た
英
親
王
、
そ
の
生
涯
は
、
旧
王
室
の
悲
劇
を
受
け
入
れ
態
勢
は
今
で
も
充
分
で
は
な
い
。
両
学
校
関
係
者
の
努
力
は
一
に
韓
国
社
会
の
受
け
入
れ
態
勢
の
拡
充
に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
方
子
の
蒔
い
た
韓
国
に
お
け
る
福
祉
の
種
は
「
慈
恵
学
校
」
・
「
明
暉
園
」
の
二
学
校
の
発
展
と
い
う
形
で
韓
国
社
会
に
根
付
い
て
い
た
。
方
子
が
門
初
か
ら
Ⅱ
指
し
た
障
窯
者
ｎ
立
へ
の
道
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
が
、
力
子
が
韓
同
福
祉
活
動
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
五
国
民
に
慕
わ
れ
た
方
子
の
最
後
一
○
○
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方
子
の
最
後
そ
れ
か
ら
一
八
年
後
の
一
九
八
八
年
年
一
一
月
、
方
子
は
日
本
滞
在
中
に
貧
血
状
態
で
宮
内
庁
病
院
に
入
院
し
た
が
、
翌
一
九
八
九
年
三
月
一
○
Ｈ
に
退
院
し
韓
国
へ
帰
国
し
た
。
し
か
し
住
居
で
あ
る
楽
（日）
善
斎
で
再
度
吐
血
し
、
ソ
ウ
ル
大
付
属
病
院
に
再
び
入
院
し
た
。
容
態
が
急
変
し
た
の
は
川
Ⅱ
三
○
日
で
あ
る
が
、
「
自
宅
で
の
外
で
息
を
引
き
取
っ
た
も
の
は
、
そ
の
家
に
戻
れ
な
い
」
と
い
う
韓
国
の
風艶のために、わざわざ酸素吸入を受けながら楽善斎に戻
（㈹）
り
、
静
か
に
一
生
を
終
這
え
た
の
で
あ
る
。
享
年
八
七
で
あ
っ
た
。
方
子
の
死
を
受
け
て
、
韓
国
政
府
は
五
月
三
日
に
、
障
害
者
福
祉
増
進
に
尽
く
し
て
き
た
功
労
を
称
え
、
方
子
に
国
民
勲
章
最
上
位
の
「
無
窮
花
章
」
を
贈
位
し
た
の
で
あ
る
。
葬
儀
は
五
月
八
日
、
眼
と
同
じ
昌
徳
宮
内
の
煕
政
堂
で
国
葬
に
つ
ぐ
准
国
葬
に
相
当
す
る
葬
儀
と
し
て
営
ま
れ
た
。
式
に
は
姜
英
勲
首
相
ら
政
府
要
人
や
、
日
本
か
ら
は
三
笠
宮
夫
妻
ら
八
○
○
人
が
参
列
し
、
天
皇
、
皇
后
、
皇
族
方、そして当時の首相竹下登の弔花もあっ迅・韓国政府か
ら
は
一
億
ウ
ォ
ン
（
当
時
の
日
本
円
で
約
一
一
千
万
円
）
が
弔
慰
金
と
そ
の
ま
ま
象
徴
す
る
よ
う
に
、
孤
独
と
忍
従
の
一
生
で
あ
り
ま
（帥）
した。
と
述
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
韓
国
に
お
け
る
Ｈ
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
力
子
は
恵
ま
れ
た
日
本
の
皇
族
に
生
ま
れ
、
政
治
的
な
結
蛎
に
よ
り
朝
鮮
季
王
家
に
嫁
い
だ
。
そ
れ
は
日
本
の
韓
国
併
合
に
よ
る
朝
鮮
保
護
化
政
策
の
一
環
で
は
あ
っ
た
が
、
方
子
自
身
は
平
安
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
終
戦
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
王
族
の
地
位
や
財
産
の
殆
ど
を
失
っ
た
ば
か
り
か
、
日
本
倒
籍
ま
で
失
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
、
韓
国
国
内
の
政
治
情
勢
が
眼
と
方
子
の
帰
国
を
拒
ん
だ
し
て
贈
ら
れ
た
。
出
棺
に
際
し
て
は
限
の
時
を
超
え
る
約
五
万
人
の
同
民
が
見
送
り
、
眼
の
隣
に
埋
葬
さ
れ
た
。
方
子
の
死
は
韓
川
の
報
道
で
は
「
一
つ
の
時
代
が
静
か
に
終
焉
を
迎
え
た
」
と
報
じ
ら
れ
、
（閉）
方
子
を
「
社
会
福
祉
に
貢
献
し
た
人
物
」
と
し
て
紹
介
し
た
。
当時の方子を知る「全州誤雌」大同宗約院の李公幸氏
は、
力
子
さ
ん
は
、
私
の
祖
国
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
生
ま
れ
育
っ
た
脚
、
も
う
一
つ
は
私
が
骨
を
埋
め
る
国
、
と
よ
く
も
ら
し
て
い
た
。
そ
し
て
私
に
は
韓
国
に
三
百
人
以
上
の
孫
が
い
ま
（印）
す
、
と
よ
く
川
に
し
て
い
た
。
と
話
し
て
い
る
。
〃
子
の
韓
国
に
対
す
る
思
い
、
福
祉
に
対
す
る
想
い
、
自
分
の
手
が
け
た
両
学
校
の
学
生
や
卒
業
生
に
対
す
る
愛
情
を
よく表した一一一一ｍ葉である。
お
わ
り
に
￣
○￣
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が
、
朴
正
煕
政
権
の
親
日
政
策
が
二
人
を
帰
国
へ
と
導
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
人
生
を
政
治
に
利
用
さ
れ
て
き
た
方
子
は
、
韓
国
に
帰
国
後
、
未
知
の
土
地
で
、
し
か
も
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
の
中
で
福
祉
事
業
を
始
め
、
障
害
者
の
自
立
を
助
け
る
と
い
う
信
念
の
も
と
で
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
力
で
運
営
資
金
を
集
め
る
た
め
に
、
元
皇
族
・
元
王
族
と
い
う
自
分
の
過
去
を
表
面
に
押
し
出
す
こ
と
ま
で
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
と
福
祉
に
対
す
る
情
熱
が
、
韓
国
国
内
で
次
第
に
評
価
さ
れ
て
い
き
、
生
前
の
「
牡
丹
章
」
、
没
後
の
「
無
窮
花
章
」
の
受
賞
と
な
り
、
葬
儀
は
脚
葬
に
准
じ
て
営
ま
れ
た
。
日
本
に
利
用
さ
れ
、
後
に
は
見
放
さ
れ
た
形
で
韓
国
に
帰
国
し
た
方
子
で
あ
っ
た
が
、
限
の
祖
国
で
あ
る
韓
国
の
福
祉
事
業
の
場
で
、
自
分
の
存
在
意
義
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
拙
稿
を
書
き
進
め
な
が
ら
、
一
つ
の
疑
問
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
そ
れ
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
あ
る
種
の
恐
怖
心
を
朝
鮮
人
に
抱
い
て
い
た
方
子
が
、
何
故
韓
国
に
帰
り
福
祉
に
携
わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鑛
者
は
先
の
訪
韓
の
お
り
、
生
前
の
方
子
に
長
い
間
近
侍
し
て
い
た
一
人
の
女
性
と
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
折
失
礼
な
が
ら
も
、
こ
の
疑
問
を
呈
し
て
み
た
。
そ
の
女
性
と
は
先
出
し
た
金
寿
娘
氏
で
あ
る
。
「
慈
恵
学
校
」
訪
問
時
、
電
話
で
話
を
聞
い
た
。
当
時
八
六
歳
の
高
齢
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
月
二
度
の
方
子
さ
ま
の
宗
廟
参
り
は
欠
か
し
た
こ
と
が
な
法
政
史
学
第
七
十
一
号
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た
。
方
子
さ
ま
が
福
祉
活
動
を
始
め
ら
れ
た
の
は
、
坂
殿
下
の
「
韓
国
で
社
会
福
祉
の
仕
事
が
し
た
い
」
と
の
強
い
願
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
方
子
さ
ま
は
福
祉
事
業
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
元
皇
族
、
元
王
族
と
し
て
の
威
厳
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
が
、
常
に
身
を
低
く
さ
れ
て
い
た
。
方
子
さ
ま
の
韓
国
帰
国
後
も
、
脚
内
は
「
Ｈ
韓
薙
本
条
約
」
に
対
す
る
デ
モ
を
始
め
と
し
て
、
反
日
感
情
が
露
わ
に
な
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
が
、
方
子
さ
ま
は
政
治
問
題
に
は
一
切
係
わ
ら
ず
、
福
祉
の
み
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
方
子
に
反
Ⅱ
感
情
を
ぶ
つ
け
る
人
々
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
方
子
は
眼
か
ら
託
さ
れ
た
韓
国
の
福
祉
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
人
々
に
対
す
る
恐
怖
感
を
や
わ
ら
げ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
慈
恵
学
校
」
勤
続
二
五
年
で
方
子
と
何
度
か
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
チ
ヨ
教
監
の
話
か
ら
も
窺
え
た
。
チ
ヨ
氏
は、
［
方
子
は
］
柔
ら
か
く
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
、
周
り
に
気
を
配
る
方
と
の
印
象
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
世
間
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
が
、
福
祉
活
動
に
対
す
る
気
持
ち
は
大
変
強
い
も
の
があった。
と
述
べ
ら
れ
た
。
長
い
間
間
近
で
方
子
を
支
え
、
見
守
っ
て
き
た
二
一
○
二
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人の韓国人によって述べられたこれらの一一一一口葉には重みが
あ
っ
た
。
韓
国
国
内
の
一
番
弱
い
ま
た
影
の
部
分
に
触
れ
つ
づ
け
る
う
ち
、
方
子
を
慕
う
「
多
く
の
韓
国
人
の
孫
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
恐
怖
心
よ
り
も
深
い
愛
情
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
筆
背
の
疑
問
は
氷
解
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
子
の
「
福
祉
活
動
の
み
へ
の
情
熱
」
が
Ｎ
比
勲
章
無
窮
花
章
受
賞
と
し
て
、
ま
た
准
国
葬
並
み
の
葬
儀
と
し
て
、
韓
国
社
会
に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
韓
川
の
福
祉
怖
況
を
見
る
時
、
韓
何
の
障
害
者
福
祉
に
対
す
る
考
え
方
が
、
方
子
の
日
指
し
た
「
障
害
者
の
自
立
」
に
た
ど
り
着
く
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
方
子
の
両
学
校
が
、
現
在
も
韓
脚
の
人
々
の
た
め
に
活
動
を
続
け
、
韓
同
障
害
者
福
祉
事
業
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
註（
１
）
万
十
は
戦
後
韓
川
に
お
い
て
社
会
編
祉
法
人
を
立
ち
上
げ
た
。
設
立
組
織
が
複
雑
な
た
め
記
述
を
以
ｒ
の
よ
う
に
し
た
い
。
「
明
雌
剛
」
は
社
会
福
祉
法
人
の
総
合
母
体
で
あ
り
、
そ
の
中
に
同
名
の
知
的
障
専
者
の
た
め
の
施
設
「
明
脈
閲
」
が
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
向
替
を
区
別
す
る
た
め
に
『
明
暉
園
」
と
「
明
暉
園
」
と
表
記
す
る
。
ま
戦
後
韓
国
に
お
け
る
Ⅱ
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
川
）
た
、
「
慈
恵
学
校
」
は
障
害
者
の
た
め
の
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
総
合
教
育
機
関
で
あ
る
。
「
明
暉
園
一
と
組
織
的
表
記
を
合
わ
せ
る
た
め
に
「
慈
恵
学
校
」
と
記
す
。
（２）水川節子「朝鮮旺朝岐後の聖人子妃」（文銭春秋社、一
九
八
八
年
）
。
渡
辺
み
ど
り
「
李
方
子
妃
」
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
。
小
川
部
雄
次
「
李
方
子
ｌ
一
輔
川
人
と
し
て
悔
い
な
く
」
（ミネルヴァ丼房、二○○七年）。
（３）李方子「流れのままに」（悴佑社、一九八四年）一一二頁。
本
諜
は
力
子
自
身
が
書
い
た
Ⅲ
想
記
で
あ
る
。
（
４
）
正
族
’
一
九
一
○
年
八
Ⅱ
一
一
二
Ⅱ
「
韓
川
に
関
す
る
條
約
」
が
調
印
さ
れ
日
韓
併
合
が
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
韓
旧
王
家
を
「
士
族
」
と
し
、
そ
れ
に
連
な
る
貴
族
を
「
朝
鮮
貴
族
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
時
限
は
「
英
親
王
」
か
ら
「
上
枇
ｆ
」
と
称
号
が
変
更
さ
れ
「
日
本
の
親
王
の
次
ぎ
に
置
」
か
れ
た
。
「
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
十
四
」
（朝Ⅱ新聞社、一九五九年）二几一貝～二九一一一頁。
（
５
）
趙
愈
几
「
正
家
の
終
焉
」
Ｓ
女
郎
」
一
九
八
一
年
二
川
か
ら
一
九
八
二
年
Ⅲ
川
ま
で
、
全
一
四
回
）
「
昭
和
五
六
年
二
月
一
日
」
六
頁
。
（６）註（２）前掲本川著書、一八Ⅲ頁。
（７）同右。
（
８
）
註
（
３
）
前
掲
書
、
九
六
頁
。
（９）同右、一三六～一一一一七貝。
（Ⅲ）何右。
（
ｕ
）
註
（
五
）
前
掲
書
、
「
昭
和
五
六
年
五
月
一
日
」
条
。
（皿）何右。
○
＝
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（Ⅲ）註（３）Ⅲ前掲将、一三八頁。
（ｕ）同右。
（
垣
証
（
２
）
前
掲
渡
辺
著
持
、
一
九
一
頁
。
（
蛆
）
梨
本
官
伊
都
十
・
小
川
部
雄
次
「
梨
本
官
伊
部
子
妃
の
Ⅱ
記
」
（小学館、一九九一年）三一一一八貝。
（
Ⅳ
）
「
Ⅱ
本
外
交
年
表
竝
主
腰
文
書
上
巻
」
（
外
務
省
編
、
原
蒋
房
、
一
九
六
五
年
）
一
二
四
○
頁
。
「
韓
国
併
合
に
関
す
る
條
約
」
第
三
條
日
本
国
皇
帝
陛
下
は
韓
国
皇
帝
陛
下
皇
太
子
殿
下
丼
其
の
后
妃
及
後
商
を
し
て
各
其
の
地
位
に
応
じ
相
当
な
る
尊
称
威
厳
及
名
誉
を
享
有
せ
し
め
且
之
を
保
持
す
る
に
十
分
な
る
歳
費
を
供
給
す
べ
き
こ
と
を
約
す
。
「
韓
国
処
分
」
第
二
韓
同
皇
室
を
王
族
と
し
て
、
別
に
制
度
を
設
け
歳
費
を
給
せ
ら
る
。
註
（
４
）
前
掲
書
、
二
九
一
頁
。
（
肥
）
註
（
３
）
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。
（
四
）
註
（
胆
）
前
掲
書
、
一
二
五
頁
。
（別）註（２）前掲本川著書、二一一一八頁。
（、）「Ⅱ本の物価と風俗一三Ｋ年のうつり変わり」（株アカデ
ミ
ー
編
、
何
脚
川
版
サ
ー
ビ
ス
、
二
○
○
一
年
）
五
六
九
瓜
。
（
皿
）
池
東
旭
「
韓
国
大
統
領
列
伝
」
（
中
央
公
論
社
、
二
○
○
二
年
）
七九頁。
（幻）収は昭和三六年一一一月二六Ⅱにハワイ在住の息子玖に逢う
た
め
に
渡
米
し
た
が
、
帰
川
後
病
気
の
肉
発
で
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
限
は
昭
和
一
一
三
年
か
ら
九
二
年
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
一
度
脳
血
栓
で
倒
れ
て
い
る
（
註
３
、
’
八
二
頁
、
一八八頁～一八九頁）。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
（別）註（３）前掲書、一九六頁。
（
空
註
（
５
）
前
掲
書
、
「
昭
和
五
六
年
一
○
Ⅱ
｜
Ⅱ
」
。
季
王
家
の
財
産
は
九
百
六
十
万
円
そ
れ
に
対
す
る
税
額
は
七
ｎ
万
円
で
あ
っ
た
。
註
（
皿
）
に
よ
れ
ば
財
産
評
価
額
は
約
九
億
六
千
万
円
で
税
額
は
約
七
億
円
と
思
わ
れ
る
。
（
妬
）
註
（
３
）
前
掲
拝
、
一
八
三
口
、
一
九
一
典
、
一
九
川
面
。
（
〃
）
註
（
２
）
前
掲
本
田
著
書
、
二
三
九
頁
。
「
長
い
半
生
の
中
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
。
」
と
の
本
川
節
子
氏
へ
の
答
え
で
あ
る
。
（
邪
）
註
（
空
前
掲
書
、
八
七
頁
。
朴
政
権
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
日
本
か
ら
の
援
助
が
必
要
で
あ
っ
た。
（
羽
）
安
東
貞
雄
元
男
爵
。
明
治
二
七
年
五
月
生
ま
れ
、
陸
軍
大
将
安
来
貞
美
長
男
、
の
ち
皇
族
付
武
官
。
Ｓ
昭
和
人
物
事
典
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
）
Ⅲ
頁
。
（
別
）
註
（
２
）
前
掲
本
田
著
書
、
二
四
二
頁
。
註
（
皿
）
に
よ
れ
ば
現
在
で
は
八
千
万
Ｎ
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
（
弧
）
入
江
机
政
「
入
江
机
政
Ⅱ
記
第
三
巻
」
（
朝
Ⅱ
新
聞
社
、
一
九
九
○
年
）
三
六
四
頁
。
（犯）註（２）前掲本川砦評、二川一頁。
（詔）何右、二六七頁。
（
型
小
島
蓉
子
・
岡
田
徹
編
「
世
界
の
社
会
福
祉
」
（
学
苑
社
、
一
九
九
四
年
）
一
九
頁
よ
り
筆
者
が
制
定
年
順
に
雌
び
替
え
た
。
株
本
千
鶴
「
韓
国
福
祉
社
会
の
仮
構
と
現
実
」
（
仁
科
健
一
・
舘
野
哲
編
箸
「
韓
国
福
祉
・
希
望
と
現
実
」
社
会
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）
一
二
一○四
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四頁。
（弱）註（５）前掲書、「昭和五六年九月一Ⅱ」。
（
鉛
）
註
（
２
）
前
掲
本
Ⅲ
著
書
、
二
六
八
頁
。
方
子
の
企
画
に
よ
り
発
足
し
た
慈
善
川
体
。
設
立
時
に
は
賛
行
会
と
称
し
た
が
、
方
十
の
帰
国
時
に
慈
行
会
と
改
称
し
た
。
当
会
は
昭
和
六
一
年
末
に
解
散
し
た。
（〃）註（３）前掲書、二一一一○頁。「季娘様は、ご帰国される
以
前
か
ら
、
福
祉
事
業
に
対
し
て
格
別
の
関
心
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
余
生
は
こ
れ
に
全
精
力
を
お
傾
け
に
な
ら
れ
ん
と
、
い
ろ
い
ろ
構
想
を
練
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
］
金
寿
姫
氏
の
話
、
氏
は
韓
川
慈
行
会
（
以
下
、
慈
行
会
）
設
立
当
初
か
ら
理
鞭
と
し
て
方
子
の
福
祉
活
動
を
助
け
た
。
二
○
○
六
年
当
時
、
八
六
歳
で
韓
国
水
原
市
に
健
在
で
あ
る
。
（胡）李方子「歳Ⅱよ王朝よ』（一一一省堂、一九八七年）二二一二
頁
。
雨
宮
鋏
は
、
造
船
公
司
会
長
夫
人
。
（
型
方
ｆ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
の
は
雨
宮
鋲
の
ほ
か
に
、
明
桂
春
（
朴
斗
乗
、
斗
山
グ
ル
ー
プ
会
長
夫
人
）
、
韓
キ
ジ
ュ
（
ピ
ア
ニ
ス
ト）らがいた。
（仙）註（３）前掲書、二一一一一頁、二一一一八頁。慈行会の目的は
「
人
間
と
人
間
の
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
障
害
児
達
の
自
立
能
力
を
引
き
出
し
、
将
来
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
善
導
す
る
こ
と」であった。
（ｕ）註（２）前掲本川著書、二六九頁。
（
望
池
明
観
「
韓
国
民
主
化
へ
の
道
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
戦
後
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
皇
族
方
子
の
活
動
（
水
口
）
七○頁。
（妬）李方子「朝鮮正朝宮中衣装」（慈行会編、束伽出版社、
一
九
八
五
年
、
非
売
品
）
筆
肴
が
慈
恵
学
校
を
訪
れ
た
時
に
学
校
よ
り
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
棡
の
掲
赦
写
真
は
、
Ⅱ
本
で
の
初
公
開
資
料
に
な
る
。
（“）「韓ＮＷＥＢ六法」「社会福祉躯業法」（三日ニョョ・巾①。ロー
（一①の・８・］豆）による。
（妬）註（２）前掲本川著書、二八三頁。
（妬）註（３）前掲書、二一一一七頁～二四○頁。昭和五一一一年三川
は
鳥
取
、
島
根
両
県
を
か
わ
き
り
に
九
州
か
ら
東
京
へ
。
昭
和
五
四
年
に
は
八
Ⅱ
初
旬
か
ら
九
Ⅱ
初
句
ま
で
各
地
の
施
設
訪
問
を
含
め
て
東
京
と
大
分
へ
。
昭
和
五
五
年
に
は
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
四
Ｎ
、
北
海
道
、
九
川
か
ら
一
○
川
ま
で
名
古
屋
を
小
心
に
巡
阿
し
た。
（〃）註（２）前掲本川著書、二八九頁。
（組）註（３）前掲書、三川二頁。
（
鞄
）
註
（
坐
前
掲
書
、
「
賞
勲
法
」
並
び
に
『
韓
国
行
政
自
治
部
ホームベージ、韓川民俗文化大、科事典」による。
（印）註（２）前掲本田著書、二八九頁。
（
己
「
明
脚
園
」
配
布
資
料
。
「
川
脚
園
」
は
社
会
福
祉
法
人
の
総
合
は
体
の
名
称
で
あ
り
、
そ
の
中
に
知
的
障
害
者
の
た
め
の
生
活
施
設
で
あ
る
同
名
の
「
明
暉
園
」
も
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
母
体
の
名
称
に
は
二
重
括
弧
の
「
明
暉
園
」
を
、
施
設
を
称
す
る
時
に
は
一
重
括
弧
の
「明瞭園」と表記する。
一○五
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年）三○八頁。
（皿）註（髄）前州
（田）渡辺直紀「・
編、同発行、一
五川九Ⅱ付夕刊。
（帥）金乙漢（作家）
Ｓ英親王李眼伝」
（
団
）
註
（
型
前
掲
書
、
生
徒
・
職
員
の
人
数
は
平
成
一
八
年
九
月
一
三
ｎ
の
も
の
で
あ
る
。
（
岡
）
文
振
榮
「
国
民
基
礎
生
活
保
障
制
度
」
（
武
川
正
吾
・
金
淵
明
「
韓
阿
の
福
祉
凶
家
。
Ⅱ
本
の
福
祉
同
家
」
東
信
党
、
二
○
○
五
年
）
’
七
○
頁
。
『
世
界
各
国
要
覧
」
（
東
京
書
籍
編
集
部
編
、
東
京
書
籍、二○○六年）一七頁、．
（皿）註（Ⅲ）前掲書、による。
（
弱
）
年
間
売
り
上
げ
は
金
事
務
長
に
よ
る
。
計
算
は
一
円
Ⅱ
八
・
○
三
ウ
ォ
ン
（
「
朝
Ⅱ
新
聞
」
「
二
○
○
六
年
九
Ⅱ
二
九
Ⅱ
」
）
で
し
た
。
（
師
）
保
坂
正
康
「
李
方
子
さ
ん
の
死
」
弓
潮
』
一
九
八
九
年
一
○
Ⅱ
叩
互
二
六
一
一
一
貝
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
剛
体
で
即
事
長
は
シ
ス
タ
ー
が
務める。
（
町
）
現
在
で
も
「
海
束
訓
練
所
」
で
は
Ⅱ
本
か
ら
の
作
業
服
の
受
注
の
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
日
本
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
（
兇
）
註
（
３
）
前
掲
書
、
二
川
二
頁
。
（
聖
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
昭
和
四
五
年
五
月
」
五
月
一
日
付
夕
刊
、
法
政
史
学
第
七
十
一
号
前
掲
書
、
二
五
○
頁
。
昌
李
方
子
の
戦
後
」
Ｓ
国
際
交
流
」
凶
際
交
流
雄
金
、一一○○三年）七一頁。
「
韓
国
人
の
み
た
李
王
眼
殿
下
の
ご
一
生
」
李
王
眼
伝
記
刊
行
会
、
共
栄
書
店
、
二
○
○
一
（
②
「
朝
日
新
聞
縮
刷
版
平
成
元
年
五
月
」
、
五
月
一
日
付
朝
刊
、
五
月
四
Ⅱ
付
朝
刊
。
（
Ｍ
）
終
戦
後
方
子
が
眼
と
と
も
に
、
韓
国
に
帰
国
す
る
際
に
冷
た
い
態
度
を
と
っ
た
窟
内
庁
、
日
本
政
府
も
、
日
韓
交
流
の
変
化
と
と
も
に
、
方
子
が
韓
国
内
で
大
き
な
存
在
と
な
っ
た
こ
と
に
、
最
後
に
やっと気がついたのである。
（
髄
）
註
（
冊
）
前
掲
書
、
二
五
二
頁
。
並
び
に
「
朝
日
新
聞
縮
刷
版
平成元年五月」、五月一日付朝刊。
（
船
）
全
州
李
氏
。
韓
国
社
会
は
李
朝
中
期
に
浸
透
し
た
父
系
Ⅲ
縁
観
念
が
現
在
も
続
き
、
一
族
の
間
で
族
譜
が
作
ら
れ
て
い
る
。
李
氏
は
新
羅
時
代
に
で
き
た
六
姓
の
一
つ
で
、
全
州
は
全
羅
北
道
の
道
庁
所
在
地
で
李
朝
始
祖
の
李
成
桂
の
本
貫
地
で
あ
る
。
そ
れ
に
連
な
る
人
々
が
全
州
李
氏
で
あ
る
。
現
在
、
韓
国
に
二
百
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鄭
早
苗
「
韓
国
の
歴
史
と
安
縢
権
氏
」
（
新
潮
社
、
二
○
○
五
年
）
に
よ
る
。
（町）註（館）前掲論文。
一
○
六
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